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（様式１） 

学ぶ意味をとらえ学んだ
ことを社会にいかす力 

社会の中から課題をとら
え解決する力 人や社会に働きかける力 

つながる力 

矛盾や困難を乗り越えじ
りつして生きていく力 

・コミュニケーション力 
・協働力 

・発信力 

・みらい力 
・課題設定力 
・実行力 

・ふり返り力 

・じりつ力 
・推進力 
・持続力 

今年度の中学校区の教育目標と重点取組 
 

校区の教育目標 
今の課題に向き合い，未来をよりよく生きる子どもの育成 

 
今年度の重点取組 
 
■人権教育総合推進地域事業（文部科学省）」の研究推進 

◇調査研究のテーマ 

自他の人権を守るための行動力を育む効果的な指導方法 

◇研究仮設 

子どもたち一人一人が大切にされた教育活動（充実した人権教育の実

現）は、豊かな心を育み、確かな学力の向上につながる。 

◇実施方法 

①授業改善からのアプローチ 

ア） 一人一人の子どもを大切にするためのしかけ 

イ） 生活科・総合的な学習の時間「いまとみらい」の充実 

②小中一貫教育からのアプローチ 

ア） 授業改善に向けて … 統一した指導案フォーム・校区研究授業 

イ） 児童生徒議会の開催  

… テーマを設定した定期的な開催・一人一台端末を活用した自主的な開催 

ウ） 持続可能な校区・学校づくり  

… 小中一貫教育研究推進事務局による企画・運営・一貫研全体会の開催 
 

以上の研究を校区で連携しながら進める中で、「教育課程の再整理と質的改善」

「教職員の資質向上」「地域連携のさらなる推進」につなげていく。 

中期的な中学校区の経営ビジョン 
 
■教育課程の再整理と質的改善 
◇生活科・総合的な時間「いまとみらい」の再構築 

＊「教科との関連」の明確化 

＊「探求活動の過程」の明確化 

＊「考え方の技法」の明確化 

◇学力向上につながる人権教育の実現 

＊授業改善からのアプローチ 

＊小中一貫教育からのアプローチ 

＊個別の人権課題研究 

 
■教職員の資質向上 
◇授業改善 

＊授業技術の習得 

＊単元を見通した指導の設計 

◇人権感覚の醸成 

＊教職員研修の充実 

＊「地域に学ぶ」姿勢の確認 

 
■地域連携のさらなる推進 
◇地域資源の活用 

＊子どもの学びに直結する人材との出会い 

＊新たな資源開発 

◇ともに歩む連携の模索 

＊コミュニティ・スクール導入に向けた準備 

教職員・学校 

＊経験の浅い教員の多さ 
＊

 

地域・家庭 

＊多様な子育ての価値観 
＊

 

児童生徒 

＊顕著な学力の二極化 
＊自尊感情の低さ 

＊主体性・積極性の低さ 

育みたい４つの力（社会参画力） 

＊ゆめみらい学園の連携による研究推進（富田小・赤大路小・第四中） 
＊四中校区教育連携会議「つなぬく」による連携 

（富田小・赤大路小・第四中・富田保育所・北昭和台保育所・富田幼稚園・阿武野高校・富田青少年交流センター・地域アドバイザー） 

四中校区の 
連携 

多様な人々と協働しながら、一人一人が活躍し、 

安全で安心して豊かに暮らせる社会 

人や社会とつながり、学び続け、 

よりよい自分と社会を創る子ども 

今の課題に向き合い，未来をよりよく生きる子ども 

～今と未来を生き抜く「確かな学力」「豊かな人間性」「健やかな心身」～ 

いかす力 かんがえる力 
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じりつする力 


